
質  問  書 
※ この MS-WORD文書のまま送付お願いいたします。（PDF等のフォーマットへ変換しないでください） 

2024 年 3 月 27日 

「モンゴル国日本式高専普及による実践的技術者育成のための環境整備計画準備調査（QCBS –ランプサム型） 」 

 （公示日：2024 年 3 月 13 日／調達管理番号：23a00971）について、質問と回答は以下の通りです。 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

 【3月19日(火) 12:00 第１回質問

受付期限分】 

  

1 企画競争説明書 P12 

第２章 特記仕様書（案） 

【１】 本業務に係るプロポーザル

作成上の留意点 

２．プロポーザルで特に具体的な

提案を求める内容 

表内 No.3 特記仕様書での該当

条項 

「第６条 実施方針及び留意事項（４）～（６）」と

は「第３条 実施方針及び留意事項（４）～（６）」

と読み替えて差し支えないでしょうか？ 

ご指摘誠にありがとうございます。誤植があり申

し訳ございません。ご理解のとおりの読み替えを

お願いいたします。 

「第６条 実施方針及び留意事項（４）～（６）」に

ついては、「第４条 業務の内容 （１０）施設、設

備、機材計画調査」の記載内容とご理解をお願

いいたします。 

2 「第７条 業務の内容（２７）～（２９）」とは具体的

にどこを指しますか？ 

ご指摘誠にありがとうございます。上記同様に誤

植があり、申し訳ございません。ご指摘の箇所は

についてはご回答１と併せて「第４条 業務の内

容 （１０）施設、設備、機材計画調査」の記載事

項を指すものとしてご理解ください。 

3 企画競争説明書 P23 

第２章 特記仕様書（案） 

【２】特記仕様書（案） 

第 4条 業務の内容 

（16）内部照査の実施 

企画競争説明書 P23 では、内部照査の実施つ

いて、「本業務では当該項目は適用しない」との

記載がありますが、企画競争説明書 P26 の表

「本業務で作成・提出する報告書等及び数量」

には、概略設計協議 調査前に「照査チェックリ

ご指摘誠にありがとうございます。記載内容に齟

齬があり申し訳ございません。 

企画競争説明書P23に記載のとおり、内部照査

の実施ついて、「本業務では当該項目は適用し

ない」とご理解ください。 



および 

企画競争説明書 P26 

第 5条 成果品 

表「本業務で作成・提出する報告

書等及び数量」 

スト」の提出が求められております、どのように

理解したらよろしいでしょうか。 

「照査チェックリスト」の提出は必要ございませ

ん。 

4 企画競争説明書 P26 

第 5条 成果品 

表「本業務で作成・提出する報告

書等及び数量」 

「進捗報告書の初版」の使用言語は日本語でよ

ろしいでしょうか？ 

ご理解のとおりです。 

5 「業務進捗報告書 （期分けした各期の契約履

行期限（最終期を除く）」とはどのようなものでし

ょうか？ 

「業務進捗報告書 （期分けした各期の契約履行

期限（最終期を除く）」の提出は必要ございませ

ん。 

6 企画競争説明書 P28 

第 6条 

P28では、「地形測量調査」「地質・地盤調査」

「自然条件調査」の仕様が記されていて、見積

もりの取り扱いが定額計上となっています。各

項目の定額指定に関しては、仕様に対して極端

に安価であり、特に「地質・地盤調査」は実施困

難との印象も持ちましたが、P41に記されている

ように「プロポーサルの提案には指示された定

額金額範囲内での提案」となっていますので、

概算事業費を算定する上で最小限必要な調査

を行うことと理解して宜しいでしょうか？ 

実習棟の建設要否も不明であり、現地調査１で

先方関係者との協議がまず必要となります。こ

のため、現時点では暫定的に 1か所の調査を想

定した金額を計上しております。 

定額を超える状況であれば、別途見積をお願い

いたします。 

 

7 企画競争説明書 P30 

別紙１ 

３．事業概要 （１）事業概要 

②事業内容 

イ）コンサルティング・サービス/ソ

本件事業のソフトコンポーネント業務の中に本

邦での教員研修や本邦企業でのインターンシッ

プを行う事とし、これらを本件事業に取り込むと

の事でしょうか？ 

ご指摘ありがとうございます。本協力準備調査

の中で、本邦での教員研修や本邦企業でのイン

ターンシップの要否を確認し、その必要性が確

認される場合は内容の検討を行います。さらに、

実施妥当性を検討の上で必要と判断される場合



フトコンポーネントの内容 は、本件事業の中で実施されることとなります。 

8 企画競争説明書 P37 

第 3 章 プロポーザル作成に係る

留意事項 

２．業務実施上の条件 

(1) 業務工程 

表中の概略設計概要資料提出が黒塗りとなっ

ていますが、これは国内作業と考えます。よろし

いでしょうか？ 

ご指摘ありがとうございます。表がわかりづらく、

失礼いたしました。下表のとおり訂正します。 

9 現地では来る6月28日に選挙が予定されていま

す。この選挙日を挟んで現地調査が予定されて

おり、現地調査時の要人との協議等に影響が

あると考えますが、貴機構の考えをお知らせく

ださい。 

ご確認をいただき、誠にありがとうございます。 

ご指摘のとおり、6 月 28 日に選挙が予定されて

おりますので、選挙「前」に、現地調査を終えら

れるように進めて頂けますと幸いです。 

10 P22 第 2章 特記仕様書（案） 

第 4条 業務の内容 

（14）技術支援計画の検討、計画

策定 

「ソフトコンポーネントの要否の検討と留意点」

において「学生の本邦インターン」について挙げ

られていますが、本調査に先行して実施される

予定の「モンゴル国実践的教育機会を通じた工

学系人材育成に係る情報収集・確認調査」にお

いて同様の内容がパイロットプロジェクトとして

実施される予定となっています。本調査での位

置づけについてご説明頂ければ幸いです。 

位置づけにつきましては、本回答の通番号７に

記載のとおりです。「学生の本邦インターン」が

実施される場合は、「モンゴル国実践的教育機

会を通じた工学系人材育成に係る情報収集・確

認調査」が本調査に先行して実施されることか

ら、パイロットプロジェクトとしての知見・経験が

活かされる可能性はございます。 

11 P26-27第 2章 特記仕様書（案） 

第 5条 成果品 

P23 同第 4 条（16）において、本案件では内部

照査の実施は不適用とされています。「照査チ

ェックリスト」の作成・提出は不要と考えて宜しい

でしょうか。 

記載内容に齟齬があり申し訳ございません。 

本回答の通番号３に記載のとおり、「照査チェッ

クリスト」の提出は必要ございません。 

12 P26-27第 2章 特記仕様書（案） 

第 5条 成果品 

インセプション・レポート他、計 5 種類の報告書

について「モンゴル語及び英語」での提出が求

められていますが、外国語版報告書は、相手国

政府関係者がその内容を十分理解することが

「P26-27第 2章 特記仕様書（案） 

第 5条 成果品」に記載のとおり、「モンゴル語及

び英語」での提出をお願いいたします。ご指摘の

点は理解いたしますが、英語版のみとした場合



できる 1 言語で作成されることが、報告書間の

齟齬やあいまいさを避ける意味で重要と考えま

す。これらについては「英語又はモンゴル語」で

の作成・提出と考えて宜しいでしょうか。 

モンゴル側関係者の理解が不十分となる懸念が

あるためです。 

 

13 ・P37の２．業務実施上の条件

（１）業務工程の表中 

「概略設計概要資料提出」が現地業務（黒

色）となっているが、正しいか。  

ご指摘ありがとうございます。記載内容に齟齬が

あり申し訳ございません。下表のとおり訂正しま

す。 

14 ・P43の別紙 プロポーザル評

価配点表 ３．業務従事予定者

の経験・能力 

３．業務従事予定者の経験・能力の配点は

25点だが、業務管理グループを組む場合

の配点合計が 20点となっているが、正しい

か（業務管理体制の配点が抜けているので

はないか）。 

ご指摘ありがとうございます。評価表の誤記であ

り申し訳ございません。下表のとおり業務管理体

制の配点を追加いたします。 

15 [2]特記仕様書（案）（5） 先行調査一覧に記載されている2024年実施事

業の情報は、なんらかの形でご提供いただける

のでしょうか 

ご確認頂き、ありがとうございます。実施事業の

内、提供可能な情報につきましては、調査を進

めて頂く中で、随時提供をさせて頂きます。 

16 [2]特記仕様書（案）（10）（機材） 機材リストは既に作成されているのでしょうか 本協力準備調査の中でご作成をお願いいたしま

す。 

17 [2]特記仕様書（案）（10）（施設） 実習棟の建設予定地は科技大高専敷地内を想

定されているもの、現時点では確定しておらず、

実習棟を設置しないという選択肢も含め、調査

するという理解でよろしいでしょうか。調査実施

期間への影響を懸念しております。 

はい、ご理解のとおりです。「企画競争説明書

P12 第２章 特記仕様書（案）【１】 本業務に係る

プロポーザル作成上の留意点２．プロポーザル

で特に具体的な提案を求める内容の No3」に記

載のとおり、短期間で現地調査Ⅰを遂行できる

ように、工夫して進めて頂けますと幸いです。 



18 第 3 章プロポーザル作成に係る

留意事項 2.業務実施上の条件

（１）業務工程 

2024 年 6 月末に総選挙が予定されているが、

第 1回現地調査の日程に影響はありますでしょ

うか。また総選挙後に政府内での人事異動が

行われる可能性がありますが、事業への影響

は予想されますでしょうか。 

本回答の通番号９に記載のとおり、選挙「前」

に、現地調査を終えられるように進めて頂けます

と幸いです。また総選挙後に政府内での人事異

動による影響が生じないように、本業務に関連し

た関係者（特にモンゴル政府）との会議への出

席時は、適宜テクニカル・ノートを取り交わすな

ど、合意事項を必ず文書で確認を頂くよう、お願

いいたします。 

19 [2]特記仕様書（案）（10）（機材） 「MCCに基づく基礎的機材」と表記されておりま

すが、日本の高専の MCCに基づく基礎的機材

という意味と理解して相違ないでしょうか 

ご理解のとおりです。 

20 [2]特記仕様書（案）（10）（機材） 「産業界のニーズに基づく必要機材」と表記され

ておりますが、既に各高専が産業界のニーズを

取り込んでいるという理解でよろしいでしょうか。

それとも、本調査にてニーズ自体の調査も必要

でしょうか。 

本調査の中でニーズ自体の調査をお願いいたし

ます。 

21 別紙１ ２．事業の背景と必要性 私立大学の付属高専と国立大学の付属高専が

混在した支援対象となっていますが、支援を重

点的に行うべき高専はありますでしょうか。 

ご確認頂き、ありがとうございます。本事業で

は、ウランバートル市内3校（私立及び国立の付

属高専）に対して「公平」に協力を実施する方向

です。なお、ここでいう「公平」とは、3 校に等しく

機材供与を行うことを意味するものではなく、「第

４条 業務の内容 （１０）施設、設備、機材計画

調査（機材）」に記載のとおり、3高専の各校にお

ける、学科ごとの特色に応じた機材も含まれま

す。この点においては、学校ごとに供与される機

材に違いが生じると理解しております。 



22 別紙１ ４．事業効果 「（2023 年実績値）実習機材を用いた卒業研究

の件数が 0」と記載がありますが、付属大学の

機材を使った研究もされてないということでしょ

うか。 

ご確認頂き、ありがとうございます。その点も含

めて、対象のウランバートル市内 3校（私立及び

国立の付属高専）にヒアリングの上、ご確認を頂

けますと幸いです。 

 

 【3月27日(水) 12:00 第２回質問

受付期限分】 

  

1 P26-27 第５条 成果品 「協力準備調査報告書（先行

公開版）」については、形態は CD-ROM と記載

ございますが、簡易製本は不要との理解でよろ

しいでしょうか。 

ご確認をいただき、誠にありがとうございます。  

はい、ご理解のとおりです。  

2 P27 第５条 成果品 「調査データ」の言語は「作成

言語」とございますが、モンゴル語で提出するこ

とはありますでしょうか。 

ご確認をいただき、誠にありがとうございます。  

日本語もしくは、英語でのご作成をお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【P37 業務工程の修正版（変更箇所は赤字部分）】 

    時期 

項目 

2024 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

2025 

1月 

 

2月 

 

3月 

 

4月 

（概略設計調査） 

事前準備 

 

現調（概略設計） 

 

国内解析 

 

概略設計ドラフト説明

(DOD) 

 

国内整理 

 

概略設計 

概要資料提出 

 

最終報告書提出 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 

 

【P43の別紙 プロポーザル評価配点表 ３．業務従事予定者の経験・能力の修正版（変更箇所は赤字部分）】 

プロポーザル評価配点表 

評 価 項 目 配 点 

１．コンサルタント等の法人としての経験・能力 (10) 

（１）類似業務の経験 6 



（２）業務実施上のバックアップ体制等 4 

ア）各種支援体制（本邦／現地） 3 

イ）ワークライフバランス認定 1 

２．業務の実施方針等 (65) 

（１）業務実施の基本方針、業務実施の方法 35 

（２）作業計画等 30 

３．業務従事予定者の経験・能力 （25） 

（１）業務主任者の経験・能力／業務管理グループの評価 
業務主任

者のみ 

業務管理 

グループ/体制 

① １）業務主任者の経験・能力：業務主任者／○○ （25） （10） 

ア）類似業務等の経験 12 4 

イ）業務主任者等としての経験 5 2 

ウ）語学力 5 2 

エ）その他学位、資格等 3 2 

２）副業務主任者の経験・能力：副業務主任者／○○ （－） （10） 

ア）類似業務の経験 － 5 

イ）業務主任者等としての経験 － 2 

ウ）語学力 － 2 

エ）その他学位、資格等 － 1 

３）業務管理体制  － 5 

以 上 


